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宝 性 論 管 窺

一仏性 ・如来蔵 ・衆生一

古 賀 英 彦

一 .三 種実体

巻三一切衆生有如来蔵品第五に言 う(大31-828a)、

仏 の法身 は遍満 し、眞如 には差別無 く、皆な実 に仏 性有 り、是 の故 に常

に有 りと説 く。(1-28偶)

此 の偶 は何 の義 を明かすや 。三種 の義有 り。是 の故 に如来 は、一 切時 に

一切衆 生 に如来蔵 有 りと説 け り
。何等 をか三 と為す 。

一つ には
、如来 の法身は一切 諸衆生 身に遍在 す。偶 に仏 の法身 は遍満す

と言 うが故 に。

二つ には、如来 の眞如に は差別 無 し。偶 に眞如 には差別無 しと言 うが故

に。

三つ には、一切衆 生は皆な悉 く実 に眞如仏性 有 り。偶 に皆 な実 に仏性有

りと言 うが故 に。

sarhbuddhakaya-sphranattathataVyatibhedatah

gotrata6casadasarvebuddha-garbhah6aririnah(1-28)

samasatastrividhenarthenasadasarvasattvastathagata-garbh盃ity

uktarhbhagavata.yadutasarva-sattve$utathagata-dharmakaya-

parispharanarthenatathagata-tathataWatibhedarthenatathagata-
　

gotra-sarpbhavarthenaca.(P.26)

L切 時、一切衆生有如来蔵」とい う仏説が如来蔵経のもの(大16-457c)

であることは周知のところである。L切 衆生有如来蔵」 と言われる根拠 を、
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宝性論は三つ挙げ る。一つには、一切衆生 に如来の法身(tathagata-dharmakaya)

が遍 在す るこ と。二つ には、一切衆 生 に如来 の眞如(tathagata-tathata)が

差 別 な く存在 す る こ と。三つ には、一切衆 生に如来 の種 姓(tathagata-gotra)

が 有 ること。

この法 身 ・眞如 ・種姓 が三種実体 と呼ばれ るもの にほか な らないが、一つ

一つに 「如 来 の」 とい う限定 が付 け られ てい ることを見過 してはな らない 。

意 味深長 な ものが あるので ある。

また 〈gotra>と い う語 を、漢 訳者 は種 姓 と訳 さない で、仏性 あるい は如来

性 と訳 してい る。 これ には理 由が ある こと、後に見 る とお りで ある。ただ し

これは特例であって、「般にい う仏性(buddha-dhatu)・ 如来性(tathagata-dhatu)

との 問には、意 味す る ところに広狭 の差 が ある。注意 しな けれ ばな らない点

で ある。

さらに眞如 が 自性清浄心 にほかな らない ことは、巻 四に次 の よ うに言 われ

ることか らも明 らかで ある。(大16-838e)。

彼 の眞如 なる如来 の性 は、乃 至邪聚 の衆生身 中にす ら、 自性清浄心 とし

て異 るこ と無 く差別す るこ とな く、光明は明了た り。

yaccittamaparyanta-kleSa-duhkha-dharmanugatamapiprakrti-

prabhasvaratayavikaranudahrteratabkalyapa-suvar耳avad

ananyathabhavarthenatathat6tyucyate.(P.71)

この三種実体が一切衆生にあることが、一切衆生に如来蔵のあることの根

拠 となるとい うことは、如来蔵がこの三種実体か ら成っていることを意味す

るであろう。さらに仏性もまたこの三種実体を自体 とす ると宝性論は言 う。

まず如来蔵について(巻 四、838b)、

法身 と自性清浄心 と如来性(原 作蔵、種姓の意)と の三種実体に依 りて、

諸仏等の九種の讐喩の相似相対の法有 りと応に知るべ し。三種実体 とは、
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偶 に 言 く 、

法 身 と 及 び 眞 如 と 如 来 性(種 姓 の 意)と は(如 来 蔵 の)実 体 に し て 、 三

種 と及 び 一 種 と 五 種 と の 喩 も て 示 現 す 。(1-144偶)

trividharhsvabhavamadhikrtyacittavyavadana-hetostath盃gata-

garbhasyanavadhabuddhabimbadisadharmyamanugantavyam.

trividhahsvabhavahkatamah.

svabhavodharmakayo'syatathatagotramityapi

tribhirekenasajfieyahpaficabhiScanidarSanaih(1-144)(P.

69)

法身 と眞如 と種姓 とが如来蔵の実体(svabhava)で あることが、それぞれ

に配当される九種の讐喩によって示 されるとい うのである。九種の磐喩 とは、

巻四無量煩惟i所纒品第六に言 う(837a)、

九種の讐喩を以て、如来蔵の、疸沙に過ぎたる煩騎蔵の所纒たることを

明かす。修多羅に説 くが如 しと応に知るべ し。九種の讐喩 とは偶の説い

て言 うが如 し。
もみがら

萎華中の諸仏 と、衆蜂 中の美蜜 と、皮縛等の中の実 と、糞稼中の眞金 と、
た ね

地中の珍宝蔵 と、諸の果子中の芽 と、朽故弊壊の衣 に眞金像を纒裏せ る

と、
みこも いがた

貧賎醜随の女の転輪聖王 を懐れると、憔黒の泥模中に上妙の宝像有 ると

のごとく、衆生の食瞑痴i、妄想煩惟1等の塵労諸垢の中に、皆な如来蔵有

り。

如来蔵が煩騎におおわれている様子を示す これ等の讐喩は、もともと如来

蔵経に出ているもので、「修多羅に説 くが如 し」とはそのことを指す。冒頭に

引用 した、法身 ・眞如 ・種姓が如来蔵の実体であることを述べた偶について、

続けて次のよ うに言 う。
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此の偶は何の義を明かすや。初の三種の喩は、如来の法身を示現す と応
もみがら

に知るべし。三種の讐喩とは、謂 う所の諸仏と美蜜 と堅固(皮 給等の中

の実)と に して、法身を示現す。偶に法身と言 うが故 に。一種の讐喩 と

は、謂 う所の眞金にして、眞如を示現す。偶に眞如 と言 うが故に。又た

何等をか五種の讐喩 と為す。一つには地蔵(地 中の珍宝蔵)、二つには樹
た ね ぼ ろ

(果子中の芽)、三つには(弊 衣中の)金 像、四つには(胎 中の)転 輪聖
いがた

王 、 五 つ に は(泥 模 中 の)宝 像 に し て 、 能 く 三 種 仏 身 を 生 ず れ ば 、 如 来

性(種 姓 の 意)を 示 現 す 。 偶 に 如 来 性 と言 う が 故 に 。

tribhirbuddhabimba-madhu-§ara-dr$㌻a駐tairdharmakaya-

svabhavabsadhaturavagantaVyah.ekenasuvar箪adr$‡antena

tathata-svabhavah.paficabhirridhi-taru-ratnavigraha-cakravarti-

kanakabimba-dr$㌻antaistrividha-buddhakay6tpatti-gora-svabhava

iti.(P.69)

おおわれている物の持つ特長によって、それぞれ法身 ・眞如 ・種姓が表わ

されている、とい うのである。ところで漢訳からは見て取れないけれ ども、

三種実体を自体(svabhava)と するとされ る主体が、如来蔵か ら性(dhatu)

へ と移行 していることが梵文テキス トによって判明する。この三種実体につ

いては一つ一つに 「如来の」 とい う限定が付いているのであるか ら、それを

自体 とするこの性(dhatu)が 如来性(tathagata-dhatu)を 意味することは

自明の理であろ う。また何の断 り書きもなしに移行 していることは、如来蔵

と如来性 との両者が同じ実質であることを物語るであろう。仏性 もまた如来

の法身 ・眞如 ・種姓 を実体 とするわけである。

まず法身について(838c)、

諸仏 と美蜜 と及び堅固等の三種の讐喩は、此れ如来 の眞如法身に二種 の

義、一つには、遍 く一切衆生を覆 うこと、二つには、身中に遍 く有 りて

余残有ること無きこと、有るを明かして、一切衆生 に如来蔵なること有
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る を示現す 。

此れ何 の義 を以て な りや。

衆生界 に於 いて は、中に一衆生 の、如 来の法 身 を離れ て法 身の外 に在 り、

如来 の智 を離れ て如 来の智 の外 に在 るもの有 るこ と無 ければ な り。種 種

の色像 の虚 空 中を離 れ ざるが如 し。

ebhistribhirbuddhabimba-madhu-sara-dr$㌻antaistathagata-

dharlakayenanirava6e$a-sattvadhatu-parispharaηarthamadhikr

tyatathagatasyemegarbhahsarvasattvaitiparidipitam.nahisa

ka6citsattvahsattvadhatausaMvidyateyastathagata-dharmakayad

bahirakaSa-dhatoriva]r⑪am.(P.70)

仏性論が宝性論の注釈であることは周知のところであるが、巻二顕体分第

三中如来蔵品第三に言 う(大31-795c)、

如来蔵の義に三種有ること応に知 るべし。何等をか三 と為す。一つには

所摂蔵、二つには隠覆蔵、三つには能摂蔵な り。

今は所摂蔵である。

言 う所の蔵 とは、一切衆生は悉 く如来智内に在 り、故に名づけて蔵せ ら

ると為す。如如の智は如如の境 に構 うを以ての故に、一切衆生は決 して

出つること有る無し。如如の境 は並びに如来の摂持す る所 と為 る。故に

所蔵の衆生を名づけて如来蔵 と為す。(796a)

上に述べ られていることか らも明 らかなよ うに、如来蔵 とい うのは、仏性

の三種実体を媒介とした如来 と衆生 との関係を表わす言葉である。一切衆生

はなぜ如来蔵なのか。讐喩からだけでははっきりしない。そこで 「如来一蔵」

(tathagata-garbha)と い う複合語を分析 して、如来 と衆生 との関係 を明ら
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かにする試みがなされているのであるが、残念ながら漢訳では うまく表現で

きないようである。そこで前に引いた梵文テキス トの中か ら該 当する部分を

抜き出して見 よう。

tathagata-dharmakayenanirava6e$a-sattva-dhatuparispharana-

arthamadhikrtyatathagatasyemegarbhahsarva-sattVah.

如 来 の 法 身 が 一 切 衆 生 界 に 遍 満 す る と い う点 に 照 ら し て 、 一 切 衆 生 は 如

来 の 所 蔵 で あ る 。

仏性論は、単独に用い られた 〈garbha>と い う語に 「所蔵」とい う訳語を

当てているらしく思われ る。今はそれにな らったのである。法身遍満 という

事実を基準に判断すると、一切衆生は 「如来の所蔵」とい う意味で如来蔵で

ある、とい うのである。これが三種の讐喩の言わんとするところなのである

が、この事実が基本 となって、次の二つの如来蔵が導かれる。(拙 稿 「悉有仏

性論」禅学研究76参 照)

眞如について(838c)

性 の改変せ ざ るこ と、体 の本 来清浄 な るこ とは、眞金 の不変 な るが如 き

を以て、故 に眞如 の喩を説 く。(1-148偶)

此 の偶は何の義 を明かす や。彼 の 眞如 な る如来 の性 は、 乃至 邪聚の衆生

身 中にす ら、 自性 清浄 心 として異 るこ と無 く差別す るこ とな く、光 明は

明了た り。客塵 の諸煩惟}を離 す るを以 ての故 に、後 時 に説 きて如来法身

と言 う。是 くの如 く一 眞金 の讐 喩 を以 て、 眞如 の無 差別 に して、仏 の法

身 を離れ ざるに依 るが故 に、諸の衆生 に皆 な如来蔵 有 りと説 く。

prakrteravikaritvatkalya玲atvadviSuddhitah

hemamandalakaupamyamtathatayamudahrtam.(1-148)

yaccittamaparyanta-kle6a-duhkha-dharmanugatamapiprakrti-

prabhasvaratayavikaranudahrteratahkalyapa-suvarpavad
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ananyatha-bhavarthenatathatetyucyate.sa②casarve$amapi

mithyatvaniyata-sarhtananamsattvanamprakrti-nirviSi$ta'pi

sarvagantuka-mala-vi6uddhimagatatathagataitisarhkhyarh

gacchati.evamekenasuvarpa-dr$垣ntenatathatavyatibhedartham　
adhikrtyatathagata-tathatai$arhgarbhahsarvasattvanamiti

paridipitam.(P.71)

眞如 と呼ばれる自性清浄心は、邪悪な衆生の身中に於いてす ら変 りな く輝

いてお り、客塵煩 拶か ら離脱 した時、如来の名を得 る。

tathatavyatibhedarthamadhikrtyatathagata-tathatai$amgarbhah

SarVa-SattVanam.

眞 如 の不 変 とい う点 に照 らして、如来の眞如 は、一切衆生 の所蔵 で あ る。

如来の眞如の衆生に於いても不変であるとい う性質を基準 として考えると、

眞如を媒介 として、一切衆生は 「如来とい う所蔵」、如来蔵を有する。これが

眞金の讐喩の言わん とする ところである。

これ は仏性論に言 うところの隠覆蔵であるが、次のよ うに言 う(796a)、

二、隠覆を蔵 と為す とは、如来は自ら隠れて現われず、故に名づけて蔵

と為す。…如来性は、住道前時には、煩 隅の隠覆するところと為 りて、

衆生は見ず、故に名づけて蔵 と為す。

蔵 とい う語に、1蔵 匿(か くす)。2蓄 蔵(た くわえる)。3物 を蔵す る所

(くら)と い う三つの基本的な意味があることを、かって述べたことがある

(「悉有仏性論」禅学研究76、22頁 参照)。 いまは蔵匿の意味で蔵 と言われて

いるのである。

種姓について(839a)
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余 の五種 の讐喩 、謂 う所 の蔵 と樹 と金像 と転輪聖王 と宝 像 との讐喩 は、

彼 の三仏 法身 を生 ず るこ とを示現 す。 自体 の性(種 姓)に 依 りて、如来

の性 は諸の衆生 に蔵 せ らるるを以て、是 の故 に説いて 、一切 衆生 に如来

蔵有 りと言 う。'

ebhirava6i$㌻aihpaficabhirnidhi-taru-ratnavigraha-cakravarti-

kanakabimba-dr$tantaistrividha-buddha-kay6tpatti-gotra-

sarhbhava-arthamadhikrtyatathagata-dhature$amgarbhah

sarva-sattvanamitiparidipitam.(P.72)

三種仏身が生まれる種姓 を有する点に照 らして、如来性 は一切衆生の所蔵

である。つまり、種姓を媒介 として一切衆生は 「如来 とい う所蔵」の意味の

如来蔵 を有する、とい うのが五種の讐喩の言わんとす るところである。これ

は仏性論に言 うところの能摂蔵である(796a)。

三、能摂を蔵 と為す とは、謂く、果地の一切の、恒沙 の数に過ぎたる功

徳 は、如来応得性に住する時、これを摂 して已に尽 くすが故なり。

「如来応得性」 とは衆生の仏性 を指す。衆生の仏性はすでに諸仏の一切の

功徳を所持している とい うのである。

ただ種姓の場合は、法身や眞如といささか趣きが異る。この点をめぐって

宝性論は議論を続ける。

此れ何の義を示すや。諸仏如来 は、三種の身有 りて名義を得るを以ての
な

故 に。此の五種 の喩 は、能 く三種 仏法 身の因 と作 る。是 の義 を以 ての故

に、如来性 は因な りと説 く。此れ何 の義 を以 てな りや 。 此 中には性 の義

を明か して以 て因 の義 と為せ ばな り。

trividha-buddha-kaya-prabhavitatvarhhitathagatatvam.atastat-

praptayehetustathagata-dhaturiti.hetv-artho'tradh盃tv-arthε 山.(P.
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72)

諸仏如来は三種仏身を得てはじめて諸仏如来の名義(tathagatatva)を 得

るが、その三種仏身を生むものこそ如来の種姓、つまり血筋にほかならない。

逆に言 えば、如来 の種姓 なくしては如来の名 は有 り得ない。す る と如来性

(tathagata-dhatu)は 三種仏身を獲得す るためには因(hetu)で あるか ら、

この場合には(atra)、 性(dhatu)の 意味は因(hetu)の 意味である。

如来性つまり仏性の三種実体は三位一体であって、一つ一つを切 り離 して

取 り出すことはできない。一仏性あるのみである。ただ遍満す るか ら法身と

呼び、不変であるか ら眞如 と言い、三種仏身を生むから種姓の名 を与えるに

過ぎない。だが三種に分かって考察していることも事実である。

いま種姓 とい う側面に焦点を絞って眺めてみ ると、如来性は、三種仏身を

得るための因であるから、 この場合には性の意味は因の意味である。この最

後の一句に当る梵文

hetu-artho'tradhatu-arthab

を読む時、atra(こ こでは、この場合には)と い う一語の果たす役割 りを見過

してはならない。性(dhatu)が 因(hetu)の 意味を持つのは 「この場合に限
　

る」 と限定 しているのである。つまり如来性が因 となるのは、三種実体のう

ち種姓の側面に於いて、三種仏身を得るための因となる時に限るのである。

論者はここで 〈dhatu>の 基本的語義は 〈hetu>で あるなどと、一般的な定

義付けをしているのでは決 してない。 〈dhatu>が 普通には 「性」または 「界」

と漢訳 され、「因」と訳 された例を見かけないのも、今の例が特殊 であること
　

を物語るであろう。特疎であるか らこそわ ざわざ註記 したのであろ う。

さらに今の場合、因とい うのは 「原因」であると同時に 「拠 り処」である。

たとえば王家の血筋を引 くことが王たることの拠 り処であるよ うに、如来の

血筋を引くことは如来たること(tathagatatva一 宝性論ではbuddhatvaと

い う語もしばしば使われている)の 拠 り処である。

前に記 したように、漢訳者は 〈gotra>を 如来性 ・仏性 と訳 して、種姓 とは
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訳 していない。三種仏身を得るための因としての種姓を、仏性中の仏性 と考

えたのかも知れない。書名に宝性(ratna-gotra)つ ま り漢訳者が言 う意味で

の仏性 とい う語が選ばれているところか ら見ると、あるいは論者 もそ う考え

ていたのかも知れない。ただしこれは狭義の仏性であって、広義のもの と混

同してはならない。

如来の三種実体を手がか りに、一切衆生が如来蔵である、あるいは如来蔵

を有するということを論証 しおわって、裏付 けのため二つの典拠が引用 され

ている。初めのは漢訳にはない。

yataaha,tatracasattvesattvetathagata-dhaturutpannogarbha-

gatahsarhvidyatenacatesattvabudhyantaiti.(P.72)

なぜ な ら次 のよ うに言 われてい るか らであ る。一切衆生 に於 い て、如来

性 が所蔵 中に在 って現存す るが、衆生 は 自覚 してい ない、 と。

是の義を以ての故 に、経中の偶に言く、無始世来の性は、諸法 の依止 と
な

作 る。性 に依 りて、諸道及 び浬禦 の果 を証 す るこ と有 り。
'

evamhyaha

anadi-kalikodhatuhsarva-dharma-sama6rayah

tasminsatigatihsarv五nirva⑫dhigamo'pica.(P.72)

前のは出処が知 られていないけれども、後のは大乗阿毘達磨経中の偶 とし

て有名である。

此れ何の義を明かすや。如来蔵は究尭 じて如来法身 と差別せず、眞如の

体相 あり、畢尭 じて定仏性(種 姓の意)の 体 ありて、一切時に於いて、

一切衆生の身中に皆な余尽無きことを明かす と応に知るべ し。

此れ云何んが知る。法相に依 りて知 るな り。是の故に経に言 く、善男子

よ、此の法性は法の体性にして、自性 として常住なり。如来の世に出づ
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る も 、 若 し く は 世 に 出 で ざ る も 、 自 性 清 浄 に し て 、 本 来 常 住 な れ ば 、 一

切 衆 生 に は 如 来 蔵 有 り 、 と 。

sakhalvesatathagata-garbhodharma-kayavipralambhas

tathatasarhbhinna-lak$aponiyata-gotra-svabhavahsarvadaca

sarvatracanirava歪e$a-yogenasattva-dhatavitidra$‡avyam

dharmatarhpramanikrtya.yath6ktam.

e$akula-putradharmanamdharmata.utpadadvatathagatanam

anutpadadvasadaivaitesattvastathAgatagarbhaiti.(P.73)

経 は如来蔵経(大16-457c)で あ る。

二.四 種法

僧宝品第四の終 り近 くに次のように言 う(827c)、

　

所覚の法 と菩提の菩提分に依 りて知ると、菩提分もて教化すると、衆生

の菩提を覚するとあり。初句を正因 と為し、余の三を浄縁 と為す。前の

二は自ら利益 し、後の二は他を利益す。(1--26ra)

此の偶は何の義を明かすや。此の四種 の句は総 じて一切の所知の境界 を

摂す。此れ何の義 を明かすや。初の一句は、所証の法を謂 うと応に知 る

べし。彼の法を証することを名づけて菩提 と為すを以てな り。偶に所覚

の法 と言 うが故に。第二句、菩提の菩提分に依 りて知るものとは、諸仏
な

の菩提 の功徳 は能 く仏 の菩提 の因 と作 るを以ての故な り。偶 に菩提の菩

提分 に依 りて知 るもの と言 うが故 に。第 三句 の菩 提分 もて教化 す とは、

菩提分 もて他 を して覚せ しむ るを以 て の故 な り。第 四句 の衆 生 の菩提 を

覚す とは、所化 の衆生 の菩提 を覚す るが故 な り。 じ

bodhyarpbodhistad-ahganibodhanatiyathakramam

heturekarhpada血triηipratyayastad-vi6uddhaye(1-26)

esamkhalvapicatumamarthapadanamsarva-jfieya-sarhgraham
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upadayaprathamarhboddhaVya-padarhdra$taVyam.tad-anubodho

bodhiritidvitiyambodhipadambodherahga-bh亘tabuddha-gupa

ititritiyarhbodhy-ahgapadam.bodhy-ahgairevabodhana血

pare$amiticaturtharhbodhanapadam.(P.25)

所覚 法(bodhya)、 菩 提(bodhi)、 菩 提分(bodhy-anga)、 令 他 覚(bodhana)

とが 四種法 であ り、一切 の 「所知 の境界」(j負eya)を 含 んで いる とい う。 「所

知」 につい てはすでに触れ られ てい る(826c)。

眞如の雑垢有ると、及び諸垢を遠離 したると、仏 の無量の功徳 と、及び
な わざ

仏の作す所の業 と、是 くの如 き妙境界は、是れ諸仏の所知にして、此の

妙法身に依 りて、三宝を出生す。(1-23偶)

此の偶は何の義を示現すや。偶に言 く、

是 くの如 きの三宝の性 は、唯だ諸仏のみの境界な り。四法は次第 して不

可思議なるを以ての故 に。(1-24偶)

此の偶は何の義を明かすや。

眞如の雑垢有るとは、眞如仏性の未だ諸の煩惟1の所纒を離れ ざるを謂 う。

如来蔵なるが故なり。

及び諸垢 を遠離す とは、即ち彼の如来蔵は転身 して仏地に到 り、法身を

得証するとき、如来法身と名つ くるが故な り。

仏の無量の功徳 とは、即ち彼の転身せ る如来法身の、相中に有す る所の

出世間なる十力無畏等の一切諸功徳は無量無辺なるが故な り。
な

及 び仏 の作 す所 の業 とは、 自然 に して常 に無 上の仏業 を作 し、 常 に休 息

せ ず、常 に捨 離せず して、常 に諸菩薩 の記 を授 くるな り。

samalatathatathanirmalavimalabuddha-gupajina-kriya

vi$ayahparamarthadar6inam6ubharatnatrayasyasargakoyatah.

(1-23)

anenakirhparidipitam.
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gotrarhratnatrayasyasyavi$ayahsarvadarSinam

caturvidhahsacacintya6caturbhihkaranaihkrama-t(1-24)

tatrasamalatathatayodhaturavinirmukta-kle6ako6astathagata-

garbhaityucyate.nirmalatathatasaevabuddha-bhamavaSraya-

parivrtti-lak$a尊oyastathagata-dharmakayaityucyate.vimala-

buddhagunayetasminneva6raya-parivrttilak$a寧etathagata-

dharntakayelok6ttarada6abaladayobuddhadharmah.jinakriya

tesamevada6abaladinambuddhadharm乱nampratisvam

anuttaramkarmayadanisthitamaviratamapratipra6rabdham

bodhisattva-Vyakarana-kathamn6pacchinatti.(P.21)

いま引用 した文の言 う「所知」とは、有垢 眞如つま り如来蔵(tathagatagarbha)、

無 垢 眞如つ ま り如来法 身(tathagatadharnユakaya)、 仏 功徳(buddhagupa)、

仏 業(jinakriya)で あ り、順 次 に前 の四種法 と対応す る。 さらにこの四種 法

は別 の仕方 で登場す る。校 量信功徳 品第十一 に言 う(846c)、

仏 性 と仏 の菩提 と、仏 法及び仏業 とは、諸 の出世の浄 人す ら思議す る能

わ ざる所 に して、此れ 諸仏 の境界 な り。(5-1偶)

buddhadhaturbuddhabodhirbuddhadharmabuddhakrtyam

gocaro'yamnayakanarp6uddhasattvairapyacintya車(V-1)(P.

115)

ま た(847a)、

身及び彼の所転 と、功徳及び義を成ずるとは、此の四種の法の唯だ如来

のみの境界なることを示す。(5-7偶)

智者は信 じて有 りと為 し、及び畢尭 じて得す と信 じ、以て諸の功徳を信

ずれば、速かに無上道 を証 し、究尭 じて彼岸なる如来所住の処に到 らん。
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(5-8偶)

護Srayetat-paravrttautad。gu耳e$vartha-sadhane

catur-vidhejina-jfiana-visaye'sminyath6dite(V-7)

dhimanastitv・a-6akyatva-gunavattvadhimuktitah

tathagata-pada-prapti-bhavya懐ma6ugacchati(V-8)

この四種法は、実は論の冒頭に言 うところの七種 の所証義の うち、第四以

下のものにほかならない。

仏 と法 と及び衆僧 と、性 と道 と功徳 と業 とは、此 の論 の体な る七種 の金

剛句 を略説す。(1-1偶)

此 の偶 は何の義 を明かすや。金 剛 と言 うは、猶 お金剛 の沮壊す可 きこ と

難 きが如 く、所証 の義 も亦た是 くの如 し。故 に金 剛 と言 う。言 う所 の句

とは、此 の論 の句 は、能 く義 を証す るために根 本 と為 るを以 ての故 な り。

内身 に証 す る法 なる無言 の体 は、聞思の智 を以 て して は証得す可 きこ と

難 きこ と猶 お金剛 の如 し。

budda6cadha㎜a6cagapa6cadhaturbodhir騨ahka㎜aca

bauddhamantyam

kヰsnasya6astrasya6alirametatsamasatovajra-padanisapta.(1-

1)

vajr6pamasyadhigamarthasyapadamsthanamitivajrapadam.tatra

6ruti-cintamaya-j舩na-du$prativedhadanabhilapya-svabhavah

pratyatma-vedaniyo'rthovajravadveditavyah.(P.1)

義 と は則 ち七種 の証義有 り。何 をか七義 と謂 うや 。一つ には仏義 、二つ

には法義 、三つ には僧義 、四つ には衆生 義、五つ には菩提義 、六つ には

功徳 義、七つ に は業義 な り。是れ をば名 づ けて義 と為す 。

arthaucyatesaptaprakao'dhigamarthoyadutabudhartho
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dharmarthahsarhgharthodhatvarthobodhyarthogunarthah

karmartha6ca.ayamucyate'rthah.(P。1)

いま四種法を出て来る順に表にしてみよう。

四種法表

1 2 3 4 5

衆 生 義
dh瓢tvartha

如来蔵
tath護gatagarbha

所 覚 法
bodhya

仏 性
buddhadhatu

身
a≦raya

菩提義
bodhya比ha

如来法身
tath吾gatadhamlakaya

菩 提
bodhi

仏菩提
buddhabodhi

彼所 転
a6rayaparavrtti

功 徳 義
gnロartha

仏功徳
buddhaguna

菩 提 分
bodhyanga

仏 法
buddhadharma

功 徳
buddhagu皐a

業 義
karmaa貢ha

仏 業
jinakriy盃

令 他 覚
bodhan巨

仏 業
buddhakτtya

成 義
arthasadhana

横の列にならぶものは、名称が異なることはあって も、実体は同 じ 「仏性」

「仏菩提」「仏法」 「仏業」である。視点が変るにつれて名称が異るのである。

論の冒頭に言 うように、宝性論はいわゆる七種金剛句を主題 として構成 さ

れているのであるが、初の三句 と後の四句 とに分けて、

是 くの如き三種の根本字句は、次第に仏法僧宝 を示現 し、彼の三宝の次

第に生起 し成就することを説 くと応に知 るべ し。余の四句 は、三宝に随

順する因と、三宝を成就する因 とを説 くと応に知るべ し。

と言 う(821b)。

まず三宝の生起 と成就 とを主題 として論 じ、次いでその原因をたつね るの

である。

問 うて曰く、何等の法 に依 りて此の三宝有 りて、此の法に依 りて、世間

及び出世間の清浄有 りて、三宝を生起することを得 るや。(826c)
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この問いに答えたのが、本節の二番 目に引いた 「眞如に雑垢有 ると」云云

の一段であった。そこではまず仏性 と煩悩 とのかかわ りとい う現実の問題か

、ら出発する。煩悩の束縛を受けている仏性は如来蔵 と言われ る。仏性論のい

わゆる隠覆蔵である。その如来蔵が転身(aSraya-parivrtti)一 玄　訳にい う

転依一して、つま り煩悩の束縛を脱 して法身を得証した時、如来法身 と言わ

れる。如来法身には無量の功徳つま り力 があり、そのカによって仏業が行わ

れる。その結果三宝が生起するとい うのである。「此の妙法身に依 りて、三宝

を出生す」つまり四種法がたつねる原因なのである。

三宝は言 うまでもなく仏宝に始まるが、仏宝の生起が仏菩提を契機 とす る

こと、これもまた言 うまでもない。そこで 「覚」とい う観点か ら四種法の考

察がなされる。仏性は所覚法(bgdhya)、 所証法(boddhavya)で あ り、それを

覚ることが菩提(bodhi)で ある。菩提の功徳つま り力は菩提分(bodhy-ahga)

として衆生を教化 し、その結果衆生に仏菩提を覚らせる(bodhana)こ とに

なる。 このようにして三宝は存続 して行 くわけであるが、 これは仏業のはた

らきによる。仏業が 「不断絶三宝種(tri-ratna-ramSanupacchettr)」(827c)

であることを証明することこそ、宝性論の意図するところであった。

では仏性が所覚の法、所証の法であ り、それを覚るこ とが菩提であるとは

どうい うことであろ うか。前節で見たように、仏性は、如来 の法身 ・眞如 ・

種姓いわゆる三種実体を自体 とするものであった。前の文中に 「如来蔵は転

身 して仏地に到 り、法身を得証するとき、如来法身 と名つ く」 と言われてい

るが、仏地に到って得証 される法身は、仏性 の自体である如来法身 と別のも

のではあり得ない。

ここであらためて仏性の構造を見直 しておく必要があるであろ う。同じ文

中の偶(1-23)に 「眞如の雑垢有ると(如 来蔵)、及び諸垢 を遠離 したると
な わざ

(如来法身)、仏の無量の功徳 と(仏 功徳)、 及び仏の作す所の業 と(仏 業)

と」 と言 うのを承けて、次の偶は、

是 くの如 きの三宝の性は、唯だ諸仏のみの境界な り。四法は次第 して不

可思議なるを以ての故に。
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gotrarhratna-trayasyasyavi$ayahsarva-dar6inam

catur-vidhahsacacintyaScaturbhihkararpaihkramat(1-24)

とい う。四種法 をまとめて 「性」(gotra)の 一語で承けているので ある。種

姓(gotra)は 仏性の三種実体の一であった。今は三宝の出生が主題であるか

ら、仏身を生む血筋である種姓、つま り因 としての仏性、前に触れた ところ

の狭義の仏性が問題 とされているわけである。そ うすると、四種法 もまた仏

性の内容 とされていることが解る。ただ三種実体の場合 とは異なって、「所覚
わざ

一覚一覚のカー覚の業」 とい うよ うに、言わば動態に於いて、仏性の構造が

捉えられていると言えるであろう。

ともあれ四種法が仏性(狭 義)の 内容をなすな らば、仏性(広 義)に ほか

ならない 「所覚法」中には、法身の覚であるところの 「仏菩提」がすでに含

まれている道理である。こうい うわけで、所覚法(仏 性)を 覚るこ とが仏菩

提(法 身)を 得証することになるのである。

本節のはじめに引いた文中、すなわち仏性の構造を覚の観点から分析 した

文中に、菩提分の教化によって所化の衆生が菩提を覚するとい うことが述べ

られていた。 この衆生が覚する菩提とは、所覚法に、つま り一切衆生悉有の
　

仏性に内在する法身の覚にほかならない。

仏宝品第二の冒頭に次のように言 う(822b)、

仏 体 は前 際 も無 く、及び 中間際 も無 く、また後 際 も無 く、寂 静 に して 自

ら覚知す 。既 に 自 ら覚 知 し巳って、他 を して知 らしめん と欲す る が為 に、

是の故 に彼 の為 に無畏常恒 の道 を説 く。(1-4偶)

yobuddhatvamanadi-madhya-nidhanam6antarhvibuddhah

svaya【hbuddhvacabudha-bodhanarthamabhayarpmargamdideSa

dhnlvam.(1-4)(P.7)

この仏体(buddhatva)が 如来法身であることは、註釈の文か ら明 らかで
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あ る。

彼 の有為無 し。是 の故 に仏体 は初 中後 には非ず 。故 に名 づ けて無 為法身

と為す こ とを得。(822c)

tad-abhavadbuddhatvamafiadi-madhya-nidhanamasa血skrta-

dharma-kaya-prabh且vitarhdra$taVyam.(P.8)

法 身 の覚 は 自覚 で ある。 したがって衆 生の覚 も 自覚 であ る。衆生 は、論の

冒頭 において、所証 義の一 として挙 げ られ てい る。(821a)

衆 生 の義 に依 るが故 に、如来 は経 中に舎利弗 に告 げて言 く、舎利 弗 よ、

衆生 と言 うは乃 ち是れ諸仏如来 の境界 に して、一切 の声 聞辟支仏 等は、

正智慧 を以てす るも衆生 の義 を観 察す るこ と能 わず 。何 ぞ況 んや 能 く証

せ んや 。毛道 の凡夫 は此 の義 中に於 いて唯だ如来 を信 ぜ んのみ 。是の故

に舎利 弗 よ、如 来に随 って此 の衆 生 の義 を信ぜ よ。

舎利 弗 よ、衆生 と言 うは即 ち是れ 第一義 諦な り。舎利 弗 よ、第一 義諦 と

言 うは即 ち是れ衆 生界な り。舎利 弗 よ、衆生界 と言 うは即 ち是れ如 来蔵

な り。舎利 弗 よ、如来蔵 と言 うは即 ち是 れ法身な り、 と。

tathagata-vi$ayohi6ariputrayamarthastathagata-gocarah.sarva-

6ravaka-pratyekabuddhairapitavacchariputrayamarthona

Sakyahsamyaksvaprajfiayaxxxdra$tqmva.pragevabalaprthag-

janairanyatratathagata-6raddhagamanatah.6raddhagamaniyohi

Sariputraparamartha匹paramarthahitiSariputrasattva-dhatoretad

adhivacanam.sattva-dhaturitiSariputratathagata-garbhasyaitad

adhivacaram.tathagata-garbhaiti6ariputradharma-kayasyaitad

adhivacanam.(P.2)

同 じ趣 旨の ことが、一切衆生有如 来蔵 品第 五 にも述べ られ てい る。(832b)

不増不減経に言 く、舎利弗よ、衆生界を離れて法身有 らず、法身を離れ

て衆生界有 らず。衆生界即法身な り、法身即衆生界な り。此の二法は義
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一 に して 名 異 な る の み
、 と 。

ataeravastha-nirde6anantaramaha.tasmacchariputrananyah

sattvadhaturnanyodha㎜a-kaya毎.sattva-dhaturevadharma-

kayah.dha㎜a-kayaevasattvadhatuh.advayametadarthena.

Vyafijana-matra-bhedaiti.(P.41)

前のは如来麟を媒介 としているが、後のはずば り 「衆生界即法身、法身即

衆生界」と言 う。これは結論であるが、その前提をなす部分を引いて言 う(831

b)、

不増不減経 に言 く、舎利 弗よ、即ち此 の法 身の、疸沙 に過 ぎた る無量 の

煩 悩 の所纒 とな りて、無始 よ りこのか た世 間生死 の涛波 に随順 し、去来

生退す るをば、名 づ けて衆 生 と為す、 と。

yath6ktambhagavata.ayameva6ariputradharma-kayo'paryanta-

kleSa-ko6a-kotigadhahsamsara-srotasauhyamano'navaragra-

samsara-gati-cyuty-upapattisusamcaransattva-dhaturityucyate.

(P.40)

法 身 は仏性(buddha-dhatu)に ほ かな らない。衆生界(sattva-dhatu)は

そ れ に等 しい と言 ってい るので ある。ただ煩 悩所纒 であ るか ら衆生 と呼ばれ

る。

是 くの如 きの此の一切種 の煩 悩染業染 生染 あ るは、愚擬 の凡 夫は 一実性

界 を如 実 に知 らず、如 実 に見 ざれ ばな り。

sapunaresasarvakara-kleSa-karma-janma-saMkleSobalanam

ekasyadhatoryatha-bhtttamajfianadadarSanaccapravartate.(P.

13)
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これ もまた不増不減経の言葉であるが、経の訳文は次のようになっている

(大16-466b)。

舎利弗よ、一切 の愚療の凡夫は、如実 に一法界を知 らざるが故 に、如実

に一法界を見 ざるが故に、邪見心を起 こす。

法界はまた法身である。

諸仏如来 は二種 の法 身有 り。何等 をか 二 と為す。一つ には寂静 法界身 な

り。無分別智 の境界 な るを以ての故 に、是 くの如 き諸仏如 来 の法身 は、

唯だ 自内身 の法界 にのみ能 く証す と応 に知 るべ し。

dvividhobuddhanamdha㎜a-kayo'nugantaVyah.suvi6uddha6ca

dharma-dhaturavikalpajfiana-gocara-vi$ayab.sacatathagatanam

pratyatmamadhigama-dharmamadhikrtyaveditaryah.(P.70)

したがって一法界は一仏性である。このL実 性界」の正体 を明らかにす

るのが宝性論の務めであった。

体 と及び 因 と果 と業 と相応 とおよび行 と時差別 と遍処 と不 変 と無差別 と、

彼 の妙義は次第 して第一 眞法性 な り。我れ 是 くの如 く略説せ ん 、汝 は今

応 に善 く知 るべ し。

此の偶 は何 の義 を示現すや。略 して此 の偶 を説 くに十種 の義 有 り。此の

十種 に依 りて、第 一義 実智 の境界 た る仏性 の差別 を説 くと応 に知 るべ し。

svabhava-hetvohphala-karma-yoga-vrtti$vavasthasvathasarva-

gatve

sadavikaritva-gurpe$vabhedejieyo'rtha-saihdhibparamartha-

dhatoh(1-29)

samasatoda6avidhamarthamabhisarhdhayaparama-tattva-jfiana-

vi$ayasyatathagata-dhatorWavasthanamanugantavyam,(P.26)
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十種義 とは、仏性の正体を明らかにす るために立てた十個の観点である。

それによって 「第一眞法性」(paramartha-dhatu)す なわち 「第一義実智の

境界たる仏性」(parama-tattvajfiana-vi$aya-tathagata-dhatu)の 姿が顕わ

になるのである。

ところで仏性の三種実体である如来の法身 ・眞如 ・種姓の うち、眞如は自

性清浄心であり、種姓 は血筋であった。いわばこの三種実体は如来 の身心で

ある。つま り仏性 とは如来の身心にほかな らないわけである。す るとL切

衆生悉有仏性」 とは、一切衆生が如来の身心を持っているとい うことの表明
もみがら な

で ある。 ただ 「衆 生は身 に如来 性有 るも、煩悩 の皮檜 に纒 わ られ 、仏事 を作

す こ と能 わず。(sattve$vapikle6a-ma16pasr$tamevaMnatavatkurute

jinatvamsa血buddha-karyarhtribhavenayavadvimucyate

kleSa-ma16pasargat.1-106)」(815a)と い うのに過 ぎない。 こ こに 「言

衆生者即 是第一義諦 」(paramarthahitiSariputrasattvadhatoretad

adhivacanam)と 言 われ る所以がある。この意味で衆生は「所覚法」(bodhya)一

覚 られ るべ き対象 一で あ り、 「所証 義」 「所知 」なので ある。

臨済録 に言 う、

赤 肉団上 に一無位 の眞人有 って、 常 に汝 等諸人 の面 門 よ り出入す 。未 だ

証拠せ ざる者 は看 よ看 よ。(岩 波文庫 本20頁)
し ほ つ

祢は祖仏を識 らん と欲得するや。祇だ伯く面前聴法底是れな り。(同33頁)
え こうへんしょう

侮言下に便ち自ら回光辺 照 して、更に別 に求めず、身心の祖仏 と別な ら

ざるを知って、当下に無事なるを、方に得法 と名つ く。(同126頁)

三、所 依

第部節の終 りに述べたように、一切衆生が如来蔵である、あるいは如来蔵

を有す るとい うことを論証しおわって、それを裏付けるために二つ の典拠が

挙げられていた。漢訳にはない最初のものの出処は不明であるけれ ども、後

のは大乗阿昆達磨経の偶 として知 られている。
な

無始世来の性は、諸法の依止 と作 る。性に依 りて、諸道及び浬葉の果を
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証す るこ と有 り。

anadi-kalikodhatuhsarva-dharma-sama6rayah

tasminsatigatihsarvanirvanadhigamo'pica

性(dhatu)と い う語 は、基本 的には仏性 を意 味す るけれ ども、所 証義 の場

合 の よ うに衆生 を意味す る こ ともあ り(四 種 法表 参照)、 前 にも見 た よ うに如

来蔵 を意味す るこ ともある。

此 の偶 は何 の義 を明かすや 。

無始世来 の性 とは、経 に説 いて言 うが如 し、諸仏如来 は、如来 蔵 に依 り

て諸衆生 の無始 の本 際 は知 るを得べ か らず と説 く、 と。(839a)

tatrakathamanadi-kalikah.yattathagata-garbhamevadhikrtya

bhagavatap通rva-kotirnapraj丘ayataitideSitamprajfiaptam.(P.

72)

言 う所 の性 とは、聖者 勝婁経 に言 うが如 し、如来 は、如来蔵 な る者 は是

れ 法界蔵な り、出世 間法身蔵 な り、出世 間上 上蔵 な り、 自性 清 浄法 身蔵

な り、 自性清浄如来蔵 な りと説 く、 と。

dhaturitiyadaha.yo'yambhagavarhstathagata-garbhoIOk6ttara-

garbhahprakrtipariSuddha-garbhaiti.(P.72)
な

諸 法の依止 と作 る とは、聖者勝登経 に言 うが如 し、世尊 よ、是 の故 に如

来蔵 は是れ依な り、是れ 持 な り、是れ住持 な り、是れ建立 な り。世 尊 よ、

不離 不離智、不断不脱 不異 に して無為 な る不 思議仏法 あ り。世 尊 よ、亦

た断脱 異外 、離離智 な る有為法有 りて 、亦 た依 とし、亦 た持 とし、亦 た

住持 とし、亦た建立 とす るは如来蔵 に依 る、 と。

sarva-dharrna-samaSrayaiti.yadaha.tasmadbhagava【hstathagata-

garbhoni6rayaadh註ra麺prati$㌻hasalhbaddhanamavinirbhaganam

amukta-jfianamasarhskrtanamdharmapam.asambaddhaparhapi

bhagavanvinirbhaga-dharmanammukta-jfiananaMsarhskrtanafu

dharmanamni6rayaadharahprati$thatathagata-garbhaiti.(P.
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73)

性 に 依 りて諸道有 りとは、聖者勝婁 経 に言 うが如 し、世 尊 よ、 生死な る

者 は如来蔵 に依 る。世尊 よ、如来 蔵有 り、故 に生死 あ りと説 く、是れ善

説な りと名 つ く、 と。

tasminsatigatihsarvati.yadaha.

satibhagavanistathagata-garbhesamsaraitiparikalpamasya

vacanayeti.(P.73)

及 び 浬葉 の果 を証 す とは、聖者勝 婁経 に言 うが如 し、世尊 よ、如来蔵 に

依 るが故 に生死有 り、如来蔵 に依 るが故 に捏葉 を証 す。世尊 よ、若 し如

来蔵無 くん ば、苦 を厭い、浬葉 を楽 求す るこ とを得 じ。浬葉 を欲せず 、

浬葉 を願 わ ざ らん、 と。

nirvaηadhigamo'piceti.yadaha.tathagata-garbhaScedbhagavan

nasyannasyadduhkhe'pinirvinnanirv乏 η6cchaprEnthana

pra皐idhirvetivistarah.(P.73)

仏性が煩悩の束縛を受ける状態に在 る時、如来蔵 と呼ばれ ることは前に見

た とお りであるが、有為無為の諸法の依止(samA§raya)い わゆる所依(よ

りどころ)と して眺められる場合にも、如来蔵 と言われることを、上の引用

文は示 している。三番 目の経文は、いきなり 「是の故に…」で始っていて奇

異に見えるが、直前に在って前提 となる 「如来蔵は有為の相を離 る。如来蔵

は常住不変なり」の二句がはぶかれているのである。恐 らくこれは、す ぐ前

に 「如来蔵なる者は法界蔵な り、出世間法身蔵な り…」 と如来蔵の常住不変

性を証明する経文を引いたから、 「是の故に」でそれを承 けて重複 を避けたの

であろ う。ともあれ 「常住不変」であることが、所依たることの條件である。

周知の とお り此の偶は唯識説においても取 り挙げられ、阿頼耶識が仏説で

あることの典拠 とされ る。摂大乗論本上(大31-一一133b)。 玄　訳は次のよう

である。

無始時来の界は一切法等の依な り。此れ有るに由りて諸趣あり、及び浬
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葉の証得あり。

界(dhatu)が 阿頼耶識に当て られ るのである。ただ阿頼耶識には 「有為の

相 を離れ、常住不変」であるとい う所依の資格がないことは明らかである。

眞諦はそのことを意識 していたのであろう。摂大乗論釈一(大31-156c)に

は次のようにある。

此の界は無始時にして一切法の依止な り。若 し有 らば諸道有 り、及び浬

禦 を得ること有 り。

釈 して曰く、此れとは即ち此の阿黎耶識な り。界は以て解 して性 と為す。

原典に忠実ではないようである。

摂大乗論には、いわゆる三性の中の依他起自性を所依 と見傲す ところがあ

る。巻下(148c)。

生死 とは謂 く依他起性の雑染分なり。浬葉 とは謂 く依他起性の清浄分な

り。 この所依止 とは謂 く二分に通ずる依他起性な り。転依 とは謂 く即 ち

依他起性は、対治の起 こる時に、雑染分を転捨 し、清浄分を転得するな

り。

このことは成唯識論九(大31-51a)の 「依 とは謂 く所依にして即ち依他
ため ら

起な り。染浄法の与に所依 と為るが故に」 と言 うのを参照すればはっき りす

る。しか るに三 自性相について次のように論 じる(巻 中、141b)、

復た次に云何が応に彼の相を釈すべき。謂 く、遍計所執相は依他起相中

に於いて実に無所有な り。円成実相は中に於いて実有なり。此れに由 り

て、二種の非有及び有の非得及び得は、未だ眞を見 ざる者 と已に眞を見
　

し者 とに同時なり。謂 く、依他起 自性中には遍計所執無きが故に、円成

実有るが故 に、此れ(依 他起)転 ずる時に於いて、若 し彼れ(遍 計)を

得れば即ち此れ(円 成)を 得ず、若 し此れ(円 成)を 得れば即ち彼れ(遍

計)を 得 ざるな り。

議論はやや こしいが、要するに、遍計 を得て 「未見眞者」である時には、

円成を得て 「巳見眞者」であることはできず、円成 を得て 「已見眞者」であ

る時には、遍計 を得て 「未見眞者」であることはあ り得ない、つま り、一個
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の修行者 が同時に「未見已見眞者」であることはないとい うのである。「未見」

か 「巳見」かに一時に分かれるとい うのである。

ならば修行者には未見か已見かの二通 りしかないはずである。つま り遍計

か円成かである。 とい うことは、二分依他起は依他起のままであることはな

い とい うことである。常に遍計か円成かのどちらかであって、それ自体 とし
　

て存在することはないのである。 しかも 「此の遍計所執は自性 として無所有

なり」(成 唯識論二十偶)で あるか ら、残るのは円成実 自性つま り眞如のみで

ある。果た して依他起 自性に所依の資格があるであろうか。すでに成唯識論

が眞如 をも所依 として認めているこ とは周知のところである。巻九(大31-

51a)の 転依について述べ るところ、

或いは依 とは即ち是れ唯識眞如な り。生死 と浬葉の所依なるが故に。数

ば無分別智 を修習 して、本識中の二障の鑛重 を断ず。故に能く如に依 る

の生死を転滅 し、及び能 く如に依るの浬藥を転証す。此れ即ち眞如の雑

染 を離れたる性なり。如は性は浄な りと錐 も、而も相は雑染な り。故 に

染 を離るる時、仮 りに新浄を説 く。即ち此の新浄を説きて転依 と為す。

眞如は仏性の三種実体の一であった。

身転清浄成菩提品第八において、転依が八つの観点から考察 されているが、

最初に 「実体」(svabhava)に ついて論 じている。

実体 とは、向 に如来蔵 は煩悩蔵 の所纒 を離れ ず と説 け り。諸煩悩 を遠 離

す るを以て、転身 して清 浄 な るこ とを得 るを、是れ 名づ けて実体 と為す

と応 に知 るべ し。

tatrayo'saudhaturavinirrnukta-kleSa-ko6astathagata-garbhaity

uktobhagavata.tad-vi6uddhiraSraya-parivrttehsvabhavo

veditaVyab.(P.79)

「向 に」 とい うのは
、前節 の二 番 目に引用 した文章 を指す。 そ こでは 「仏

性 の未 だ諸煩 悩の所纒 を離 れ ざる を」如来蔵 とい うと言 ってい た。 この事実

は法 宝 品第 三に引 く勝婁経 で は別 様 に表現 され てい る(大31-824a)。
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世尊 よ、是 くの如 き如来法 身 の煩 悩蔵の所纒を離れ ざるを、如来蔵 と名

つ く。

ayamevacabhagava血stathagata-dharma-kayo'vinirmuktakle6a-

koきastathagata-garbhab.(P.12)、

つまり転依 とは、在纒の仏性であ り法身である如来蔵が煩悩の束縛を脱 し

て清浄法身となることであるが、これを 「覚」の観点か ら見るな らば、衆生

が菩提を覚す ることにほかならない。四種法表参照。

如来蔵 とい うのが如来と衆生 との関係を表わす言葉であることは前に見た

ところである。如来蔵は、その実体は仏性であるから、不思議仏法 とい う無

為法の所依であるのは当然なが ら、衆生 とのかかわ りにおいて煩悩 とい う有

為法の所依 ともなるのである。ここで注意 しなければならないのは、煩悩の

所依であるとはどうい う意味か とい うことである。宝性論は虚空を例にとっ

て説明する。そ こでまず虚空について述べ るところか ら見ておこう。

讐 えば大地 は水 に依 りて住 し、水 は風 に依 りて住 し、風 は空 に依 りて住

し、而 も彼 の虚空 は依 りて住 す るの処無 きが如 し。諸 の善男子 よ、是 く

の如 きの四大、地 大 と水大 と風大 と空大 と、此 の四大 中、唯だ虚 空大 の

み以て最勝 と為 し、以て大力 と為 し、以て堅固 と為 し、以て不動 と為 し、

以て不作 と為 し、以て不散 と為す 。不生不滅 に して 自然 に して住 す。諸

の善男子 よ、彼 の三種 の大 は生滅 と相応 し、実 の体 性無 く、刹那 も住せ

ず。諸仏 子 よ、此の三種 の大 は変異 し無常 な り。諸仏子 よ、而 も虚空界

は常 に変異せず 。(833a)

tadyathamar§aiyammaha-prthiVyapsuprati$thita.apov巨yau

prati$㌻hiti傘.vayuraka6eprati$㌻hitalJ.aprati$thitamcaka6am.ev㎜

e$aincatu卑 互mdhatanamprthivi-dhatorab-dhatorvayu-dhator

aka6a-dhaturevabaliyodrdh6calo'napacayo'nupacayo'niruddhah

sthitahsvarasa-yogena.tatrayaetetrayodh護tavastautpada一
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bhahga-yuktaanavasthitaacira-sthayinah.dr6yatae§amVikarona

punaraka6a-dhatohkaScidVikarah.(P.44)

仏教 的世 界観に よってい るわ けであるが、地界 は水界 に依 存 し、 水界 は風

界 に依存 し、風界 は虚 空 に依存す るのに対 して 、虚 空界 のみは 「依 りて住す

る処無 し」(aprati§thitamcakaSam)、 ま た 「不 生不滅 に して 自然 に して住

す」(anutpanno'niruddhahsthitahsvarasa-yogena)、 故 に常住 不変 で あ

り、他 は無常で ある。

是 くの如 く陰界 入 は業煩悩 に依 りて住 し、 諸の煩 悩業は不正思 性 に依 り

て住 し、不正思 惟 は仏性 な る 自性 清浄心 に依 りて住 す。

evamevaskandha-dhatv-ayatananikarma-kle6a-prati頭t互ni.karma-

kleSaayoni60-manaskara-prati$thitah.ayoniSo-manaskarah

prakrti-1)ari6uddhi-prati$㌻hita与.(P.44～45)

「不正思惟」は煩悩の始動である。ただ 自性清浄心から煩悩が出て来るわ

けではない。 どこか ら来るのか説明はないけれ ども、煩悩はあくまで外か ら

来た客塵(客 人)で ある。しかもそれ 自体で存在することはできず、自性清

浄心を所依とするのである。

是 の義 を以 ての故 に、経 中に説いて言 う、 自性清 浄心 は客塵煩 悩に染 せ

らる、 と。

tataucyateprakrti-prabhasvaramcittamagantukairupakle6air

upakli6yataiti.(P.45)

つま り、「客塵煩悩 に染せ らる」とい うことが所依であるとい うことの意味

だったのであるが、これはまた仏性が如来蔵 と称せ られる所以でもあった。(第

二節第二引用文参照)こ の経中に言 うところと同様のことは勝髭経 にち説か
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れてお り、それを宝性論は次のようにまとめている。

自性清浄 心 は本来 清浄 にして、又 た本来 常 に煩悩 の染 す る所 と為 る。此

の二種法 の彼 の無 漏眞如法界 中に於 い てあ るは、善心 と不善 心 とは倶 に

第三心無 ければ 、是 くの如 き義 は覚知すべ きこと難 し。(824)

yacittasyaprakrti-prabhasvarataya6catad-upakle6aityetad

dvayamanasravedhatauku6alaku6alayo6cittayorekacaratvad

dvitlya-cittanabhisarbdhana-yogenaparama-du$prativedhyam.(P.

14～15)

「無漏眞如法界」 というのは、自性清浄心つまり仏性のこ とで ある。理論

的には極めて解 りに くいとしながらも、事実 として承認 しているのは、心性

本浄でありながら客塵煩悩に染せ られているとい うことが、体験 によって得

られた知識だか らであろう。

一切煩悩 は客塵 に して
、 自性清浄 心 は根 本な り。(833a)

agantukahkle6ah.mUla-Vi6uddhaprakrtih.(P.44)

煩悩が客塵 として認識されるのも、仏性が根本 として存在す るか らである。

是 の故 に説 い て言 く、一切 諸法 は皆 な根本 無 く、皆 な堅実 無 く、住す る

こ とな く、住す るの本 無 し。根本 は清 浄 に して根本無 きが故 に。(833b)

tataucyantesarva-dhammaasara-mUlaaprati$‡hana-m亘lahSuddha-

m亘laam司a-m亘laiti.(P.45)

漢訳の言 うとお り、結局は一切法無住 とい うことであるが、それは 「根本

のないものを根本 とする」(amttla-m田a車)か らである。つま り虚空界 と同じ

ように 「無依住処」である仏性、無依の仏性を所依 とするか らである。
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